
(57)【要約】

【課題】　シート状素材の質感を積極的に表し、立体感

を出せるようにする。

【解決手段】　パチンコ機やアレンジボール機等の遊技

機に関し、樹脂シート２と基部シート６とによってセル

シート１を形成する。この場合、樹脂シート２の裏面に

デザイン画３を表し、デザイン画３の内容を樹脂シート

２の表面側から視認可能に接着する。樹脂シート２や基

部シート６にかかる素材表面の凹凸等が影響して、デザ

イン画３の質感が異なる。樹脂シート２と基部シート６

の間に介在させた接着剤４（接着層）の厚みを起因とし

て遠近が生ずるので、樹脂シート２の表面側から見たと

きには立体感が生ずる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遊 技 盤 面 に 貼 り 付 け ら れ 、 表 面 側 か ら 裏 面 側 を 透 視 可 能 な 樹 脂 シ ー ト と 、 当 該 樹 脂 シ ー
ト の 裏 面 側 に 接 着 さ れ る 基 部 シ ー ト と で 構 成 し た セ ル シ ー ト を 有 す る 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 記 セ ル シ ー ト は 、 前 記 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 に デ ザ イ ン 画 を 表 し 、 当 該 デ ザ イ ン 画 の 内 容
を 前 記 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら 視 認 可 能 に 接 着 さ れ て い る 遊 技 機 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 遊 技 機 に 関 し 、 特 に 遊 技 盤 面 に 貼 り 付 け ら れ る セ ル シ ー ト に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 の セ ル シ ー ト は 、 遊 技 盤 （ 基 板 ） の 表 面 が 透 け て 見 え る の を 防 止 す る た め に 、 樹 脂
シ ー ト の 裏 面 側 を 白 色 で 全 面 印 刷 し た う え で 、 定 着 用 の 台 紙 に 接 着 さ せ る 構 成 で あ っ た （
例 え ば 特 許 文 献 １ ， ２ を 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － ２ ３ ７ ３ ９ ０ （ 第 ３ － ４ 頁 ， 図 １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ０ ７ ３ ６ ４ （ 第 ２ － ３ 頁 ， 図 １ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の セ ル シ ー ト で 和 紙 や 布 地 を 表 現 す る に は 、 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 側 に 和 紙 や 布 地 の 模
様 を 印 刷 し た 上 で 、 白 色 で 全 面 印 刷 し て い た 。 こ う し て 印 刷 さ れ た 和 紙 や 布 地 の 模 様 は 現
実 の 和 紙 や 布 地 に 比 べ る と 質 感 に 乏 し く 、 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら 見 る と 一 目 で 印 刷 で あ
る こ と が 分 か る 。 ま た 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 側 の み に 印 刷 し て い る の で 、 立 体 感 に 乏 し い 。
　 本 発 明 は こ の よ う な 点 に 鑑 み て な し た も の で あ り 、 第 １ の 目 的 は シ ー ト 状 素 材 （ 例 え ば
和 紙 や 布 地 等 ） の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と で あ り 、 第 ２ の 目 的 は 従 来 の セ ル シ ー ト よ り も
立 体 感 を 出 す 印 刷 を 実 現 す る こ と で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
（ １ ） 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 （ 以 下 で は 単 に 「 解 決 手 段 」 と 呼 ぶ 。 ） １ は 、 遊 技 盤 面
に 貼 り 付 け ら れ 、 表 面 側 か ら 裏 面 側 を 透 視 可 能 な 樹 脂 シ ー ト と 、 当 該 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 側
に 接 着 さ れ る 基 部 シ ー ト と で 構 成 し た セ ル シ ー ト を 有 す る 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 記 基 部 シ ー ト は 前 記 樹 脂 シ ー ト と は 異 な る 素 材 で 形 成 さ れ る と と も に 、
　 前 記 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 に 第 １ デ ザ イ ン 画 を 表 し 、 前 記 基 部 シ ー ト の 表 面 に 第 ２ デ ザ イ ン
画 を 表 し 、 こ れ ら の 第 １ デ ザ イ ン 画 お よ び 第 ２ デ ザ イ ン 画 を 前 記 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら
視 認 可 能 に 接 着 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 解 決 手 段 １ に 記 載 し た 用 語 は 、 以 下 の よ う に 解 釈 す る 。 当 該 解 釈 は 特 許 請 求 の 範 囲 お よ
び 明 細 書 の 記 載 に つ い て も 同 様 で あ る 。
（ Ａ ） 「 樹 脂 シ ー ト 」 は 表 面 側 か ら 裏 面 側 を 透 視 で き れ ば よ く 、 透 明 で あ る と 、 半 透 明 で
あ る と を 問 わ な い 。
（ Ｂ ） 「 第 １ デ ザ イ ン 画 」 と 「 第 ２ デ ザ イ ン 画 」 は 、 い ず れ も 絵 柄 や 図 柄 等 の よ う に デ ザ
イ ン を 施 し た 画 を 意 味 す る 。 第 １ デ ザ イ ン 画 と 第 ２ デ ザ イ ン 画 と は 、 同 じ 内 容 の デ ザ イ ン
画 で あ っ て も よ く 、 異 な る 内 容 の デ ザ イ ン 画 で あ っ て も よ い 。 樹 脂 シ ー ト と 基 部 シ ー ト と
を 接 着 し た 状 態 で 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら 見 た と き 、 第 １ デ ザ イ ン 画 と 第 ２ デ ザ イ ン 画 と
は 重 な り 合 っ て 見 え て も よ く 、 重 な ら ず に 見 え て も よ い 。 第 １ デ ザ イ ン 画 と 第 ２ デ ザ イ ン
画 と が 重 な り 合 っ て 見 え る 場 合 に は 、 当 該 二 つ の デ ザ イ ン 画 が 合 成 さ れ て 一 つ の デ ザ イ ン
画 と し て 認 識 で き て も よ く 、 別 個 の デ ザ イ ン 画 と し て 認 識 で き て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
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　 解 決 手 段 １ に よ れ ば 、 樹 脂 シ ー ト の 裏 面 に 表 し た 第 １ デ ザ イ ン 画 と 、 基 部 シ ー ト の 表 面
に 表 し た 第 ２ デ ザ イ ン 画 と は 、 い ず れ も 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら 視 認 で き る 。 し か も 樹 脂
シ ー ト と 基 部 シ ー ト と で 形 成 し た 素 材 が 異 な っ て お り 、 当 該 素 材 の 表 面 に お け る 凹 凸 等 の
影 響 を 受 け て 各 シ ー ト に 表 し た デ ザ イ ン 画 は 質 感 が 異 な る 。 樹 脂 シ ー ト と 基 部 シ ー ト と の
間 に は 接 着 の た め に 接 着 剤 が 介 在 さ せ る 必 要 が あ る も の の 、 固 化 時 に ほ ぼ 透 明 と な る 材 質
の 接 着 剤 を 用 い れ ば 視 認 性 に 影 響 し な い 。 樹 脂 シ ー ト は 表 面 側 か ら 裏 面 側 を 透 視 可 能 で あ
る の で 、 当 該 樹 脂 シ ー ト を 通 じ て 基 部 シ ー ト に 表 さ れ た 第 ２ デ ザ イ ン 画 を 透 視 で き る 。 さ
ら に は 、 第 １ デ ザ イ ン 画 と 第 ２ デ ザ イ ン 画 と の 間 に 介 在 さ せ た 接 着 剤 （ 接 着 層 ） の 厚 み を
起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る の で 、 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら 見 た と き に は 立 体 感 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
（ ２ ） 解 決 手 段 ２ は 、 解 決 手 段 １ に 記 載 し た 遊 技 機 で あ っ て 、 基 部 シ ー ト は 、 和 紙 ま た は
布 地 か ら な る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 解 決 手 段 ２ に よ れ ば 、 基 部 シ ー ト が 和 紙 ま た は 布 地 そ の も の で 形 成 さ れ て い る の で 、 当
該 和 紙 ま た は 布 地 の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。 従 来 は 印 刷 で 表 現 し て い た 和 紙 や
布 地 の 模 様 に 比 べ る と 、 遥 か に 質 感 が 高 ま る 。
　 な お 、 和 紙 や 布 地 に 限 ら ず 、 印 刷 や 貼 付 に よ っ て デ ザ イ ン 画 を 表 す こ と が 可 能 な シ ー ト
状 素 材 （ 例 え ば 金 属 製 の シ ー ト や 木 製 の シ ー ト な ど ） で 基 部 シ ー ト を 形 成 し て も よ い 。 こ
の 場 合 に は 、 当 該 シ ー ト 状 素 材 そ の も の の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
（ ３ ） 解 決 手 段 ３ は 、 解 決 手 段 １ ま た は ２ に 記 載 し た 遊 技 機 で あ っ て 、 樹 脂 シ ー ト と 基 部
シ ー ト と の 間 に シ ー ト 状 の 小 片 素 材 を 介 在 さ せ て 接 着 し た こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 解 決 手 段 ３ に よ れ ば 、 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら み た と き に は 、 小 片 素 材 が 直 接 見 え る ほ
か 、 第 １ デ ザ イ ン 画 に 隠 れ て 見 え た り 、 第 ２ デ ザ イ ン 画 よ り も 前 側 に 見 え る 。 小 片 素 材 は
シ ー ト 状 に な っ て い れ ば よ く 、 自 然 素 材 （ 例 え ば 草 木 の 葉 ， 動 物 の 毛 や 羽 根 ， 天 然 石 や 木
片 を シ ー ト 状 に カ ッ ト し た も の な ど ） で あ る と 、 人 工 素 材 （ 例 え ば 紙 片 ， 布 片 ， 金 属 片 な
ど ） で あ る と を 問 わ な い 。 例 え ば 銀 杏 の 葉 を 小 片 素 材 と し て 用 い た 場 合 に は 、 秋 の 雰 囲 気
を 醸 し 出 す こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 小 片 素 材 を 介 在 さ せ る と 、 当 該 小 片 素 材 が 持 つ
質 感 や 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
（ ４ ） 解 決 手 段 ４ は 、 解 決 手 段 １ か ら ３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 し た 遊 技 機 で あ っ て 、 所 定
の デ ザ イ ン 画 に つ い て 、 前 方 側 に 位 置 す る 部 位 を 第 １ デ ザ イ ン 画 と し て 表 す と と も に 、 後
方 側 に 位 置 す る 部 位 を 第 ２ デ ザ イ ン 画 と し て 表 し 、
　 前 記 第 １ デ ザ イ ン 画 と 前 記 第 ２ デ ザ イ ン 画 と が 重 ね 合 わ さ っ て 前 記 所 定 の デ ザ イ ン 画 を
完 成 さ せ る 構 造 と し た こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 所 定 の デ ザ イ ン 画 は 例 え ば キ ャ ラ ク タ 画 や 風 景 画 な ど が 該 当 し 、 １ 枚 の セ ル シ ー ト 上 で
も 奥 行 き を 表 現 し た い 場 合 が あ る 。 解 決 手 段 ４ に よ れ ば 、 所 定 の デ ザ イ ン 画 に か か る 一 部
分 （ 前 方 側 に 位 置 す る 部 位 ） を 第 １ デ ザ イ ン 画 と し て 表 し 、 他 の 部 分 （ 後 方 側 に 位 置 す る
部 位 ） を 第 ２ デ ザ イ ン 画 と し て 表 す 。 当 該 一 部 分 と 他 の 部 分 と を 重 ね 合 わ せ た と き に は 、
接 着 剤 （ 接 着 層 ） の 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る の で 、 樹 脂 シ ー ト の 表 面 側 か ら み た と
き に は 所 定 の デ ザ イ ン 画 に 立 体 感 が 生 ず る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 樹 脂 シ ー ト と 基 部 シ ー ト と は 異 な る 素 材 で 形 成 し て い る の で 、 各 シ ー
ト に 表 し た デ ザ イ ン 画 の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。 第 １ デ ザ イ ン 画 と 第 ２ デ ザ イ
ン 画 と の 間 に 介 在 す る 接 着 剤 （ 接 着 層 ） の 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る の で 、 樹 脂 シ ー
ト の 表 面 側 か ら み た と き に は 立 体 感 が よ り 高 ま る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
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【 ０ ０ １ ４ 】
　 次 に 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 、 実 施 例 に 従 っ て 説 明 す る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 実 施 例 １ は 遊 技 機 の 一 つ で あ る パ チ ン コ 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 例 で あ っ て 、 図 １ ～ 図 ３
を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 こ こ で 、 セ ル シ ー ト の 構 造 を 断 面 図 で 図 １ に 示 し 、 デ ザ イ ン 画
を 表 す 例 を 図 ２ に 示 し 、 セ ル シ ー ト を 遊 技 盤 に 貼 り 付 け る 様 子 を 図 ３ に 示 す 。 な お 図 １ に
お い て 、 図 面 上 側 を 表 面 側 と し 、 図 面 上 側 を 裏 面 側 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
〔 セ ル シ ー ト の 構 造 〕
　 図 １ に 示 す セ ル シ ー ト １ は 、 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と か ら な る 。 樹 脂 シ ー ト ２ は
表 面 側 か ら 裏 面 側 を 透 視 可 能 で あ っ て 、 後 述 す る 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ や 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を
視 認 で き る 素 材 を 用 い て 形 成 す る 。 当 該 樹 脂 シ ー ト ２ は 無 色 透 明 で あ る こ と が 望 ま し い が
、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ や 第 ２ デ ザ イ ン 画 で 表 す 内 容 に よ っ て は 有 色 透 明 （ 半 透 明 ） で あ っ て
も よ い 。 樹 脂 シ ー ト ２ の 材 質 は 、 例 え ば セ ル ロ イ ド 樹 脂 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン
系 樹 脂 （ Ｐ Ｅ ） 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト 系 樹 脂 、 セ ル ロ ー ス 系 樹 脂 等 の よ う な 天 然 樹 脂 ま た は
合 成 樹 脂 が 該 当 す る 。 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 は 平 滑 で 光 沢 の あ る 面 に 仕 上 げ 、 裏 面 側 は 印
刷 や 貼 付 の た め に 凹 凸 の あ る 面 に 仕 上 げ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ れ に 対 し て 基 部 シ ー ト ６ は 、 上 述 し た 樹 脂 シ ー ト ２ と は 異 な る 素 材 を 用 い て 形 成 す る
。 遊 技 盤 の 表 面 が 透 け て 見 え る の を 防 止 す る た め 、 基 部 シ ー ト ６ は 紙 類 （ 特 に 和 紙 ） ， 布
類 （ 特 に 織 物 ） ， 金 属 板 ， 木 板 ， 革 類 （ 天 然 皮 革 や 人 工 皮 革 ） な ど の シ ー ト 状 素 材 を 用 い
て 形 成 す る 。 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 は 、 通 常 は 凹 凸 の あ る 面 に な る が 、 加 工 に よ っ て 平 滑
な 面 と な り 得 る 素 材 （ 例 え ば 金 属 板 ） に つ い て は 凹 凸 の あ る 面 に 仕 上 げ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 に は 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を 表 し 、 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 に は 第 ２ デ
ザ イ ン 画 ５ を 表 す 。 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ お よ び 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ は 、 い ず れ も 絵 柄 ， 図 柄 ，
画 像 ， 模 様 ， 文 字 ， 記 号 等 に よ っ て デ ザ イ ン を 施 し た 画 で あ る 。
　 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 お よ び 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 に つ い て は 、 ど の よ う な 手 段 で デ ザ
イ ン 画 を 表 す の か を 問 わ な い 。 例 え ば 印 刷 に よ っ て 表 し て も よ く 、 予 め デ ザ イ ン 画 を 印 刷
し た フ ィ ル ム や 紙 を 貼 付 し て 表 し て も よ い 。 印 刷 方 法 は 問 わ な い が 、 例 え ば オ フ セ ッ ト 印
刷 ， シ ル ク 印 刷 ， グ ラ ビ ア 印 刷 等 が 該 当 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
〔 セ ル シ ー ト お よ び 遊 技 盤 の 製 法 〕
　 ま ず 図 ２ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 に 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を 定 着 さ せ る
と と も に 、 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 に 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を 定 着 さ せ る 。 本 例 で は 、 図 面 右 方
向 に 歩 く 人 物 を 模 し た キ ャ ラ ク タ 図 柄 の 一 部 分 （ 例 え ば 前 方 側 に 位 置 す る 頭 部 ， 胴 体 ， 右
手 ， 右 足 等 ） を 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と し 、 当 該 キ ャ ラ ク タ 図 柄 の 他 部 分 （ 例 え ば 後 方 側 に 位
置 す る 左 手 ， 左 足 等 ） を 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と し て い る 。 そ し て 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 と
基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 と の 間 を 接 着 剤 ４ に よ っ て 接 着 す る と 、 セ ル シ ー ト １ が 完 成 す る 。
こ う し て 完 成 し た セ ル シ ー ト １ を 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 る と 、 デ ザ イ ン 画 が 接 着 剤
４ を 介 し て 前 後 す る こ と に な る 。 図 ２ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と 第 ２ デ ザ
イ ン 画 ５ と が 合 成 さ れ た キ ャ ラ ク タ 図 柄 （ 歩 く 人 物 ） を 表 す 。 接 着 剤 ４ （ 接 着 層 ） に は 少
な か ら ず 厚 み が あ る の で 、 当 該 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る 。 し た が っ て 、 前 後 す る デ
ザ イ ン 画 が 重 な る 場 合 に は 立 体 感 が 生 ず る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 さ ら に は 図 ３ に 示 す よ う に 、 完 成 し た セ ル シ ー ト １ を 遊 技 盤 ７ に 接 着 す る と 、 役 物 ， 入
賞 装 置 ， 風 車 器 ， 障 害 釘 等 を 取 り 付 け 可 能 な 遊 技 盤 ７ と な る 。 当 該 図 ３ で は 、 製 法 を 分 か
り 易 く す る た め 、 セ ル シ ー ト １ お よ び 遊 技 盤 ７ に つ い て 役 物 ， 入 賞 装 置 ， 風 車 器 ， 障 害 釘
等 を 取 り 付 け る た め の 穴 の 図 示 を 省 略 し て い る 。
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　 な お 、 和 紙 や 布 地 等 の よ う に 軟 質 の 素 材 を 用 い て 基 部 シ ー ト ６ を 形 成 す る と 、 セ ル シ ー
ト １ も 軟 質 に な る 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 は 、 セ ル シ ー ト １ を 遊 技 盤 ７ に 接 着 す る 作 業 に 時
間 を 要 す る 可 能 性 が あ る 。 そ こ で セ ル シ ー ト １ を 硬 質 に す る に は 、 樹 脂 シ ー ト ２ を 硬 質 の
素 材 を 用 い て 形 成 す る か 、 硬 質 な シ ー ト 素 材 （ 例 え ば 紙 シ ー ト ） を 基 部 シ ー ト ６ に 接 着 す
る と よ い 。 こ う す れ ば セ ル シ ー ト １ を 遊 技 盤 ７ に 接 着 す る 作 業 に 時 間 が 掛 か ら な い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
〔 実 施 例 １ の 効 果 〕
　 上 述 し た 実 施 例 １ に よ れ ば 、 以 下 に 示 す 各 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ ａ １ ） セ ル シ ー ト １ は 、 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と を 異 な る 素 材 （ 材 質 ） で 形 成 す
る と と も に 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 に 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を 表 し 、 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 に 第 ２
デ ザ イ ン 画 ５ を 表 し 、 こ れ ら の 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ お よ び 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を 樹 脂 シ ー ト ２
の 表 面 側 か ら 視 認 可 能 に 接 着 し た ｛ 図 １ ， 図 ２ を 参 照 ｝ 。 樹 脂 シ ー ト ２ は 表 面 側 か ら 裏 面
側 を 透 視 可 能 で あ る の で 、 当 該 樹 脂 シ ー ト ２ を 通 じ て 基 部 シ ー ト ６ に 表 さ れ た 第 ２ デ ザ イ
ン 画 ５ を 透 視 で き る 。
　 ま た 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を 表 し た 樹 脂 シ ー ト ２ と 、 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を 表 し た 基 部 シ ー
ト ６ と は 素 材 （ 材 質 ） が 異 な る の で 、 当 該 素 材 の 表 面 に お け る 凹 凸 等 の 影 響 を 受 け て 各 シ
ー ト に 表 し た デ ザ イ ン 画 は 質 感 が 異 な る 。 す な わ ち 樹 脂 シ ー ト ２ に 表 し た 第 １ デ ザ イ ン 画
３ と 、 基 部 シ ー ト ６ に 表 し た 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と で は 光 沢 に 差 異 が 生 ず る の で 質 感 が 異 な
る 。 こ の よ う に 一 枚 の セ ル シ ー ト １ に 二 種 類 の 印 刷 が 混 在 し た 状 態 で 見 え る の で 、 樹 脂 シ
ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 る 者 は 質 感 の 違 い を 感 じ 取 れ る 。
　 さ ら に 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と の 間 に 介 在 さ せ た 接 着 剤 ４ （ 接 着 層 ）
の 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る の で 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 た と き に は 立 体 感 が
生 ず る 。 こ の よ う に 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と の 間 に は 接 着 剤 ４ を 介 在 さ せ て い る が
、 固 化 時 に ほ ぼ 透 明 と な る 材 質 の 接 着 剤 ４ で あ れ ば 視 認 性 に 影 響 し な い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
（ ａ ２ ） 基 部 シ ー ト ６ は 、 シ ー ト 状 素 材 と し て 和 紙 ま た は 布 地 を 用 い て 形 成 し た の で 、 和
紙 自 体 の 質 感 を 積 極 的 に 表 し た り 、 布 地 自 体 の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。 従 来 は
印 刷 で 表 現 し て い た 和 紙 や 布 地 の 模 様 に 比 べ る と 、 遥 か に 質 感 が 高 ま る 。
　 な お 、 他 の シ ー ト 状 素 材 （ 例 え ば 金 属 製 の シ ー ト や 木 製 の シ ー ト な ど ） を 用 い て 形 成 し
た 場 合 に は 、 当 該 シ ー ト 状 素 材 そ の も の の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。 ま た 、 例 え
ば 基 部 シ ー ト ６ の 一 部 分 に 第 １ の 素 材 を 用 い 、 他 の 部 分 に 当 該 第 １ の 素 材 と 異 な る 第 ２ の
素 材 を 用 い て 基 部 シ ー ト ６ を 形 成 す る 場 合 な ど の よ う に 、 二 以 上 の 素 材 を 用 い て 基 部 シ ー
ト ６ を 形 成 し た 場 合 に は 、 各 素 材 の 質 感 を 部 位 ご と に 積 極 的 に 表 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
（ ａ ３ ） 所 定 の デ ザ イ ン 画 と し て 例 え ば 人 物 を 模 し た キ ャ ラ ク タ 図 柄 （ キ ャ ラ ク タ 画 に 相
当 ） を 適 用 す る と き 、 前 方 側 に 位 置 す る 部 位 （ 頭 部 ， 胴 体 ， 片 手 ， 片 足 ） を 第 １ デ ザ イ ン
画 ３ と し て 表 す と と も に 、 後 方 側 に 位 置 す る 部 位 （ 片 手 ， 片 足 ） を 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と し
て 表 し た ｛ 図 ２ （ Ａ ） を 参 照 ｝ 。 こ う し て 表 し た 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と
を 重 ね 合 わ せ る と 、 キ ャ ラ ク タ 図 柄 の デ ザ イ ン 画 を 完 成 す る ｛ 図 ２ （ Ｂ ） を 参 照 ｝ 。 こ の
よ う に 前 後 に 位 置 す る 図 柄 を 重 ね 合 わ せ る と 、 接 着 剤 ４ （ 接 着 層 ） の 厚 み を 起 因 と し て 遠
近 が 生 ず る の で 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 る と キ ャ ラ ク タ 図 柄 に 立 体 感 が 生 ず る 。
　 本 例 で は 人 物 の キ ャ ラ ク タ 図 柄 を 適 用 し た が 、 イ メ ー ジ 上 の キ ャ ラ ク タ 図 柄 や 、 背 景 図
柄 、 風 景 画 像 （ 風 景 画 に 相 当 ） 、 絵 柄 ， 模 様 ， 文 字 ， 記 号 等 に つ い て 一 以 上 を 適 用 し て も
よ い 。 こ れ ら に か か る デ ザ イ ン 画 で あ っ て も 、 前 後 に 位 置 す る デ ザ イ ン 画 を 重 ね 合 わ せ た
と き に は 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 る と 立 体 感 が 生 ず る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 実 施 例 ２ は 実 施 例 １ と 同 様 に パ チ ン コ 機 に 本 発 明 を 適 用 し 、 さ ら に 小 片 素 材 を 介 在 さ せ
る 例 で あ る 。 当 該 実 施 例 ２ は 図 ４ ， 図 ５ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 な お 、 セ ル シ ー ト １ の
構 造 や 素 材 等 は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る 。 図 示 お よ び 説 明 を 簡 単 に す る た め 、 実 施 例 ２ で は
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実 施 例 １ と 異 な る 点 に つ い て 説 明 す る 。 よ っ て 、 実 施 例 １ で 用 い た 要 素 と 同 一 の 要 素 に は
同 一 の 符 号 を 付 し て 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
〔 セ ル シ ー ト の 構 造 〕
　 図 ４ に 示 す セ ル シ ー ト １ が 図 １ と 異 な る の は 、 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と の 間 に 小
片 素 材 ８ を 介 在 さ せ て 接 着 し た 点 で あ る 。 当 該 小 片 素 材 ８ は シ ー ト 状 に 形 成 さ れ て い れ ば
よ く 、 素 材 （ 材 質 ） や 形 状 ， 大 き さ 等 を 問 わ な い 。 例 え ば 、 自 然 素 材 （ 例 え ば 草 木 の 葉 ，
動 物 の 毛 や 羽 根 ， 天 然 石 や 木 片 を シ ー ト 状 に カ ッ ト し た も の な ど ） で あ っ て も よ く 、 人 工
素 材 （ 例 え ば 紙 片 ， 布 片 ， 金 属 片 な ど ） で あ っ て も よ い 。 介 在 さ せ る 小 片 素 材 ８ の 数 も 任
意 で あ っ て 、 一 つ 用 い て も よ く 、 複 数 （ 多 数 ） 用 い て も よ い 。 図 ４ の 例 で は 、 二 つ の 小 片
素 材 ８ ａ ， ８ ｂ を 介 在 さ せ て い る 。 ま た 、 介 在 さ せ る 小 片 素 材 ８ の 素 材 （ 材 質 ） も 任 意 で
あ っ て 、 一 種 類 の み の 素 材 を 用 い て も よ く 、 複 数 種 類 の 素 材 を 用 い て も よ い 。 図 ４ の 例 で
は 、 第 １ の 素 材 か ら な る 小 片 素 材 ８ ａ と 、 第 ２ の 素 材 か ら な る 小 片 素 材 ８ ｂ と を 介 在 さ せ
て い る 。 当 該 小 片 素 材 ８ ａ ， ８ ｂ は ほ ぼ 同 質 の 素 材 で あ っ て も よ く 、 異 質 の 素 材 で あ っ て
も よ い 。 以 下 で は 、 小 片 素 材 ８ と し て 銀 杏 の 葉 を 適 用 し た 例 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
〔 セ ル シ ー ト の 製 法 〕
　 ま ず 図 ５ （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 予 め 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 に 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を 定 着 さ
せ 、 基 部 シ ー ト ６ の 表 面 側 に 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を 定 着 さ せ て お く 。 そ し て 、 小 片 素 材 ８ と
し て の 銀 杏 の 葉 を 樹 脂 シ ー ト ２ と 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と の 間 に 介 在 さ せ て 接 着 す る と 、 セ ル
シ ー ト １ が 完 成 す る 。 本 例 で は 、 落 ち 葉 を 模 し た 図 柄 を 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と し 、 銀 杏 の 木
を 模 し た 図 柄 を 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と し て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ う し て 完 成 し た セ ル シ ー ト １ を 樹 脂 シ ー ト ２ の 表 面 側 か ら 見 る と 、 デ ザ イ ン 画 が 接 着
剤 ４ を 介 し て 前 後 す る こ と に な る 。 図 ５ （ Ｂ ） に 示 す 例 で は 、 銀 杏 の 木 か ら 葉 （ 小 片 素 材
８ に 相 当 ） が 落 ち る 場 面 を 表 す 。 当 該 銀 杏 の 葉 は 、 黄 色 に 染 ま っ て い る も の が 望 ま し い 。
樹 脂 シ ー ト ２ と 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と の 間 に 介 在 す る 接 着 剤 ４ （ 接 着 層 ） に は 少 な か ら ず 厚
み が あ る の で 、 当 該 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 ず る 。 介 在 さ せ る 銀 杏 の 葉 の 位 置 に よ っ て
は 、 当 該 銀 杏 の 葉 が 直 接 見 え る ほ か 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ に 隠 れ て 見 え た り 、 第 ２ デ ザ イ ン
画 ５ よ り も 前 側 に 見 え た り す る 。 単 な る 印 刷 に 比 べ る と 、 落 ち 葉 が 前 方 側 に あ り 、 樹 木 が
後 方 側 に あ る よ う な 立 体 感 が 生 ず る 。
　 ま た 、 銀 杏 の 葉 を 用 い た 小 片 素 材 ８ に は 少 な か ら ず 厚 み が あ る の で 、 当 該 厚 み を 起 因 と
し て 遠 近 が 生 じ る 。 さ ら に 小 片 素 材 ８ と し て 自 然 素 材 （ 本 例 で は 銀 杏 の 葉 ） を 用 い た こ と
に よ り 、 当 該 自 然 素 材 が 持 つ 質 感 や 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
〔 実 施 例 ２ の 効 果 〕
　 上 述 し た 実 施 例 ２ に よ れ ば 、 以 下 に 示 す 各 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
（ ｂ １ ） 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と の 間 に シ ー ト 状 の 小 片 素 材 ８ （ す な わ ち 銀 杏 の 葉
） を 介 在 さ せ て 接 着 し た ｛ 図 ５ を 参 照 ｝ 。 小 片 素 材 ８ と し て 例 え ば 銀 杏 の 葉 を 用 い た こ と
に よ り 、 季 節 の 秋 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。 こ の よ う に し て 小 片 素 材 ８ を 介 在 さ
せ る と 、 当 該 小 片 素 材 ８ が 持 つ 質 感 や 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。
　 本 例 で は 秋 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す た め に 銀 杏 の 葉 を 用 い た が 、 春 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す に は
例 え ば 桜 の 花 び ら を 用 い た り 、 夏 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す に は 例 え ば ヨ ッ ト の 帆 を 用 い た り 、
冬 の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す に は 例 え ば 綿 花 （ 雪 を 表 現 す る た め ） を 用 い る 。 こ う す れ ば 四 季 折
々 の 情 景 を 表 現 す る こ と が 可 能 に な る 。 ま た 四 季 以 外 で 表 現 し た い テ ー マ が あ る 場 合 に は
、 当 該 テ ー マ に 見 合 う 素 材 を 用 い る こ と に よ り 、 そ の 雰 囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
（ ｂ ２ ） そ の 他 の 要 件 ， 構 成 ， 作 用 ， 作 動 結 果 等 に つ い て は 実 施 例 １ と 同 様 で あ る の で 、
当 該 実 施 例 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る ｛ 上 述 し た 事 項 （ ａ １ ） ～ （ ａ ３ ） を 参 照 ｝ 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
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〔 他 の 実 施 例 〕
　 以 上 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 に つ い て 実 施 例 に 従 っ て 説 明 し た が 、 本 発 明
は 当 該 実 施 例 に 何 ら 限 定 さ れ る も の で は な い 。 言 い 換 え れ ば 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い
範 囲 内 に お い て 、 種 々 な る 形 態 で 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。 例 え ば 、 次 に 示 す 各 形 態 を
実 現 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
（ ｃ １ ） 実 施 例 １ ， ２ で は 、 パ チ ン コ 機 に 本 発 明 を 適 用 し た 。 こ の 形 態 に 代 え て 、 パ チ ン
コ 機 以 外 の 他 の 遊 技 機 （ 例 え ば ス ロ ッ ト マ シ ン ， ア レ ン ジ ボ ー ル 機 ， 雀 球 遊 技 機 ， テ レ ビ
ゲ ー ム 機 等 ） で あ っ て 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と か ら な る セ ル シ ー ト １ を 備 え た も の
に も 同 様 に 本 発 明 を 適 用 す る こ と が で き る 。 当 該 他 の 遊 技 機 で あ っ て も 、 デ ザ イ ン 画 の 質
感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き 、 接 着 剤 ４ の 厚 み を 起 因 と し て 立 体 感 を 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
（ ｃ ２ ） 実 施 例 １ ， ２ で は 、 樹 脂 シ ー ト ２ の 裏 面 側 に 表 す 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ と 、 基 部 シ ー
ト ６ の 表 面 側 に 表 す 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ と は 、 い ず れ も 一 層 で 実 現 し た ｛ 図 １ ， 図 ４ を 参 照
｝ 。 こ の 形 態 に 代 え て 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ お よ び 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ の う ち で 一 方 ま た は 双
方 に つ い て 、 二 層 以 上 の 多 層 で 表 し て も よ い 。 図 ６ に 示 す 例 で は 、 第 １ デ ザ イ ン 画 ３ を デ
ザ イ ン 画 ３ ａ と デ ザ イ ン 画 ３ ｂ と の 二 層 で 表 し 、 第 ２ デ ザ イ ン 画 ５ を デ ザ イ ン 画 ５ ａ ， デ
ザ イ ン 画 ５ ｂ お よ び デ ザ イ ン 画 ５ ｃ の 三 層 で 表 し て い る 。 各 デ ザ イ ン 画 に つ い て も 少 な か
ら ず 厚 み が あ る の で 、 当 該 厚 み を 起 因 と し て 遠 近 が 生 じ さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
（ ｃ ３ ） 実 施 例 ２ で は 、 樹 脂 シ ー ト ２ と 基 部 シ ー ト ６ と の 間 に 介 在 し て 接 着 さ せ る 小 片 素
材 ８ を 分 散 配 置 し た ｛ 図 ４ ， 図 ５ を 参 照 ｝ 。 こ の 形 態 に 代 え て 、 二 以 上 の 小 片 素 材 ８ を 積
層 し て 配 置 す る 構 成 と し て も よ い 。 図 ７ に 示 す 例 で は 、 二 つ の 小 片 素 材 ８ ａ ， ８ ｂ を 積 層
さ せ て 接 着 し て い る 。 こ う す れ ば 、 貼 り 絵 の よ う な 立 体 感 を 持 た せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
（ ｃ ４ ） 実 施 例 １ ， ２ で は 、 遊 技 盤 ７ に 貼 り 付 け て 一 体 化 さ せ る セ ル シ ー ト １ に つ い て 適
用 し た ｛ 図 ３ を 参 照 ｝ 。 こ の 形 態 に 代 え て 、 樹 脂 製 の ガ ラ ス 枠 に 貼 り 付 け て 一 体 化 さ せ る
セ ル シ ー ト に つ い て も 同 様 に 適 用 す る こ と が で き る 。 遊 技 盤 ７ と ガ ラ ス 枠 と の 双 方 に 貼 り
付 け る 場 合 に は 、 遊 技 盤 ７ と ガ ラ ス 枠 と で 一 体 感 を 持 た せ た デ ザ イ ン 画 を 描 け る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
（ ｃ ５ ） 実 施 例 １ ， ２ で 用 い る 接 着 に 用 い る 接 着 剤 ４ の 種 類 は 問 わ な い が 、 感 光 性 樹 脂 や
、 放 射 線 を 照 射 し て 硬 化 さ せ る 接 着 剤 ４ を 用 い る の が 望 ま し い 。 感 光 性 の 接 着 剤 ４ を 用 い
れ ば 、 光 を 当 て る だ け で 硬 化 す る の で 、 セ ル シ ー ト １ の 製 造 速 度 を 速 め ら れ る 。 ま た 放 射
線 を 照 射 し て 硬 化 さ せ る 接 着 剤 ４ （ 例 え ば ポ リ ア ク リ ル 酸 エ ス テ ル 、 ポ リ ア ク リ ル ア ミ ド
、 ポ リ エ ス テ ル 等 ） を 用 い れ ば 、 引 張 強 さ や 表 面 硬 度 を 大 き く す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ ｃ ６ ） 実 施 例 ２ で は 、 シ ー ト 状 に 形 成 さ れ た 小 片 素 材 ８ （ 本 例 で は 銀 杏 の 葉 ） を 用 い た
｛ 図 ４ ， 図 ５ を 参 照 ｝ 。 こ の 形 態 に 代 え て 、 粒 状 物 を 小 片 素 材 ８ と し て 用 い て も よ い 。 当
該 粒 状 物 と し て は 、 例 え ば 天 然 石 ， 化 石 ， 貝 殻 等 を 粉 砕 し た 粒 体 や 、 砂 、 着 色 し た 樹 脂 粒
な ど が 該 当 す る 。 例 え ば 砂 を 用 い た 場 合 に は 、 砂 浜 を 表 現 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に
粒 状 物 を 用 い た 場 合 で も 、 当 該 粒 状 物 の 質 感 を 積 極 的 に 表 す こ と が で き 、 粒 状 物 自 体 の 雰
囲 気 を 醸 し 出 す こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ７ 】
【 図 １ 】 セ ル シ ー ト の 構 造 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 デ ザ イ ン 画 の 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 セ ル シ ー ト を 遊 技 盤 に 貼 り 付 け る 様 子 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 セ ル シ ー ト の 構 造 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 小 片 素 材 を 介 在 さ せ る 例 を 説 明 す る 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 セ ル シ ー ト の 構 造 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ７ 】 セ ル シ ー ト の 構 造 を 説 明 す る 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 １ 　 セ ル シ ー ト
　 ２ 　 樹 脂 シ ー ト
　 ３ （ ３ ａ ， ３ ｂ ） 　 第 １ デ ザ イ ン 画
　 ４ 　 接 着 剤
　 ５ 　 第 ２ デ ザ イ ン 画
　 ６ 　 基 部 シ ー ト
　 ７ 　 遊 技 盤
　 ８ （ ８ ａ ， ８ ｂ ） 　 小 片 素 材
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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